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１．分科会の目的 

ICT と遠隔医療の融合により時間的、空間的の障壁を越えて、すべての親子（妊産婦と胎児・新生児）

に適切な医療を提供する次世代の周産期プラットフォームを構築する。 

 

２．令和 7（2025）年度活動実績と成果 

周産期医療分科会において課題の共有を行った。 

テーマ：遠隔周産期ケアの現状と未来展望 

周産期領域における ICT・遠隔モニタリング技術の実運用事例を共有し、母体・胎児情報のシームレ

スなデータ連携、緊急搬送時のモバイル CTG 活用、人口減少地域における分娩支援といった課題解

決策を議論した。さらに、国の遠隔医療政策動向と企業の技術提供が如何にマッチするかを検討し、

今後の遠隔周産期ケアの方向性を提言する場とした。厚生労働省科学研究における研究の一部が行

われている。 

上記内容について鈴木 真、小野寺洋平、末光徳匡、牧尉太がそれぞれの分野について発表した。 

 

３．令和 8（2026）年度活動計画 

目的：分娩施設の減少に伴う時間的、空間的格差を ICT・遠隔モニタリングなどを活用することによ

りにより改善し、いつでもどこでも適切な周産期医療を受けられるようにする。 

方法 

１． 遠隔オンライン妊婦健診について 

遠隔オンライン健診は各種医療機器の活用により理論的には社会実装可能であるという調査結

果である。しかし、一方で実施している医療機関が極少数に限られており、妊婦および家族に、

時間的、経済的、心理的負担が解消されていないが考えられ、この要因として医療機関における

経済的、物理的、心理的な障壁が存在することが推察される。本年は、これを解消する方策を検

討し、社会実装ができる方策を提供する。 

２． 新生児仮死、分娩後出血など搬送が必要な状況での遠隔画像転送システムを用いた助言等を可

能とするシステムについて 

(ア) 専門医が少ない一次医療機関の場における重症新生児仮死や分娩後出血、ショックなどの

初期対応時に高次医療機関とオンラインでつなぎ、画像を共有し、リアルタイムでアドバ

イスを受けるシステムの有効性を検証する 

(イ) 上記について実態調査（有効な機器等システム構築、現場での有効性、実行性、課題など）

を実施する。 

  



 


